


コミックマーケットとは？

 
 

 
コミックマーケット(通称：コミケ)は、日本が誇る世界最大級の(二次)創作物即売会である。
現在は夏季と冬季、俗に言う夏コミと冬コミの2回に分けられ
東京ビッグサイトで開催しているイベントです。

 
 
コミックマーケットの歴史をウィ○ペディアで調べてみると

始まりは1975年と、今から約30年ほど前である。
初めはアニメや漫画を愛する「おたく」たちによる同好会イベントが

いつの間にか大きくなり、現状に至ったのだという。

約20年前のコミケを知っている人に聞くと
当時はインターネットが無く、同じ趣味を持つ知り合いをなかなか探しづらいため

こういったイベントが大学を中心に多発していて、コミケはそれが発端で発生したイベントと

の事。

コミケは今や3万5千以上のサークル(出展者)数と50万人以上の参加者を誇る一大イベントになった
。

そこには文字通りコミケを裏から支えるスタッフ達の血と汗が詰まっている。

 
そして、この書籍では

 
コミケに(買う側として)4年間参加した作者が
コミケに参加する時に最低限必要な知識を

書いてみたいと思う。



 

 



お詫びと注意

 
 
 
コミケの入門書に入る前に1つ
 
本書の作者はコミックマーケットに4年間参加していますが
「同人サークル」を中心に回っているため、

「コスプレエリア」と「企業ブース」に関しての知識が非常に乏しいです。

そのため、本書では「同人サークルを一般参加する(買う)方に推奨する」モノとさせていただい
ます。

 
さらに作者の「私」は男性です。

なので、トイレや下世話な話はどうしても男性目線になりがちです。

一応、コミケ参加者の性別を区別するような風に書くつもりはありませんが

そういう場面があるかも知れません。

 
申し訳ありません。

 



なぜコミケの入門書を？

 

 
私はインターネットでブログやネットラジオといった活動をしており

その中で良く「コミケに参加(買う側として)してみたい」といった発言を目にする。
もともとネットでの活動は「同じ趣味を持つ知り合いが欲しかった」ためなので

コミケに参加してみたいという意見は嬉しかった。

しかし、コミケに関して皆が一概に口を揃えて言うのは

1.「お金がかかる」
2.「かなり大変らしい」
3.「何を準備すればいいのか分らない」
4.「匂いが···」
5.「エロばかりでしょ？」
といったモノである。

なので、この章では少し説明(というよりも言い訳？)をする。
※：無料版では1.と5.の説明しか記載できません、良かったら有料版もよろしくお願いします。
 
 



1.「お金は...かかるの？」

 
 
 
まず、少数だが、それなりにある意見である1.「お金がかかる」に関して言うと
「それなりにかかることはかかります！」

コミケは巨大なイベントで、即売会です。

もちろん、コスプレや自分の作品を売ったりする人も多くいますが

初めて参加する人やニュースでよく報道される「50万人」もの参加者の半数以上は「購入をする側」です。

自分の好きなジャンルを同じく愛好する人が提示する様々な作品

会場でしか手に入れることができない限定グッズ

手を出してみようかと思うジャンルの作品などといった様々展示品があるわけです。

無料なものももちろんありますが、やはり最低限の費用はかかってしまいます。

参加するサークル(出展者)が3万以上となれば、塵も積もればなんとやら。

金額の一応の目安としては5000〜20000円、30000〜70000円、80000〜150000円、それ以上

の人が居ますが、個人的にはコミケに参加する際に40000円前後は用意した方がいいと思われます。

けれど、お金をたくさん使ったからって立派なオタクだぁとか

お金をたくさん使ったから偉いとか、そういう考え方は間違ってます。

コミケはイベント、売る側も買う側も一つのイベントを盛り上げるための「参加者」だと考えてください。

 
 
 



4.「エロばっか！？」

 
 
 
そして、最後の「エロばかりでしょ？」という意見については否定はしませんが

フォローを入れるとすると···

 
す べ て エ ロ だ け で は な い の だ よ 。
 
はい、男子とか女子が興奮するようなエロだけがコミケにあるわけではありません。

コミケはいわば巨大な趣味のイベントです、中にはもちろん

 

「既存のアニメや漫画、ライトノベル、ゲーム作品のキャラに手を加える」

様々(ノーマル〜エロまで)なものがありますが、

 

　 　

　

他にも、アクセサリやフィギュア、自作のソフト(近年ではiPhoneのアプリなど)や音楽、映像など



さらには刺繍や生活グッズ、マニュアルも数は多くありませんが、出しているサークルはあります。

一概にエロばかりのイベントというわけではありません。

無論、エロ本にされやすい「同人誌」ですが、これも様々なジャンルが存在し

中にはギャグ本、健全なイラスト集や設定資料集、年表、写真集や

様々な作品のキャラがクロスオーバーして活躍するようなオリジナル作品もあるのです。

なので、偏見的な目で見ては···いけません···よ？

ちなみに私は男性なのでどちらかと言えば···いや、なんでもないです。

 
 



2.夏コミの準備 -重量と暑さとの戦い-

 
 
 
まずは夏コミから紹介します。

 
夏コミは前述通り、近年では8月の2週目〜3週目に開催される傾向が高いです。
その頃の気温は28℃〜30℃とかになっている上に
目玉焼きでも作れるんじゃないかというくらい熱い地面で

コミケの開催を「立ちながらor座りながら待ったり」、サークルの列を「立って待ったり」する
場面が多々あります。

 
なので、夏コミで絶対に必要なモノは以下の3つ
 

1.適度に涼しい格好
・薄く明るい色の長袖。

 

2.飲み物
・500mlの水かお茶2本前後は必需品です。
 

3.帽子or頭部を保護できる布類
・帽子がオススメ、最悪タオルを頭部に巻くという選択肢もあり。

 
この3つがない状態で初参戦すると地獄を見ます。
人によって3があってもなくてもという差はありますが、
1と2を見誤ると、会場内でぶっ倒れたり、気が付いたら保健室に運ばれたりします。
さて、ちょっと細かい説明をしていきましょう。

 
※：細かい説明は有料版で行っています、申し訳ありません。

 



4.冬コミの準備 -体力と寒さ対策が命-

 
 
 
冬コミは12月の29〜31日の3日間です。
 
冬も基本的に座って待ったり、立って待ったりと待つことに関しては大差ありませんが、

異常なくらい寒いです。

でも、「寒い方がまだ対策のしようがある」と思っていますので

夏よりも初参加するなら私は冬をオススメします。

 
さて、冬コミで絶対必要なモノは以下の3つ
 

1.大げさすぎなくらいの重ね着
・毎年私は上に4着、下に3着重ね着します。靴下ももちろん2枚重ね。
 

2.カイロ
・張るタイプは必需品。「足裏に張るタイプ」があればなおグッド！

 

3.折りたたみイスor地面に敷いて座れる何か。
・100円ショップ等で買えます。
 
上の3つが冬の標準装備となります。
夏同様1と2は必需品だと思ってください。
いくら、鍛えてる！とか体力に自信がある人でも、冬コミはなめてかかると

風邪で寝たきりの正月を送ることになります。

 
次のページから詳しい説明をしていきます。

 
※：詳しい説明は有料版で行っています、申し訳ありません。

 
 


